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議

決

議

案

◆
板
倉
町
下
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

本
町
の
下
水
道
事
業
の
長
期

的
か
つ
安
定
し
た
事
業
を
運
営

し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

「
官
公
庁
会
計
方
式
」
で
あ
る

単
式
簿
記
か
ら
、「
企
業
会
計
方

式
」
で
あ
る
複
式
簿
記
へ
移
行

す
る
た
め
に
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
に
伴
い
、
現
在

運
用
し
て
い
る
板
倉
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
条
例
が
不
要
と

な
る
た
め
、
併
せ
て
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

◆
板
倉
町
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
第
４
条
の
空
家

の
所
有
者
等
の
責
務
の
強
化
を

目
的
に
、
現
行
の
「
適
切
な
管

理
の
努
力
義
務
」
に
加
え
、「
町

が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す
る

努
力
義
務
」
の
規
定
を
追
加
し

ま
す
。
ま
た
、
第
12
条
の
放
置

す
れ
ば
特
定
空
家
に
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
管
理
不
全
な
空
家
を

「
管
理
不
全
空
家
等
」
と
定
義

付
け
を
し
、
特
定
空
家
化
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
、
併
せ
て

法
的
効
力
を
持
っ
た
対
応
を
可

能
と
し
て
い
く
も
の
で
す
。

◆
板
倉
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
「
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す

る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
及
び

「
同
法
の
一
部
の
施
行
に
伴
う

関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政

令
」
が
公
布
さ
れ
、
出
産
被
保

険
者
に
係
る
産
前
産
後
期
間
に

お
け
る
国
民
健
康
保
険
税
の
免

除
措
置
が
、
令
和
６
年
１
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
た
め
、
必

要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

主
な
改
正
の
内
容
は
、
第
21
条

第
３
項
の
出
産
被
保
険
者
に
係

る
産
前
産
後
期
間
に
お
け
る
所

得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
免
除

規
定
を
追
加
し
、
第
22
条
の
３

の
、
こ
の
免
除
措
置
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
届
出
に
関
す
る

規
定
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆
板
倉
町
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
、
道

路
占
用
料
の
額
が
地
価
水
準
等

　令和５年第４回定例会が、12月５日㈫から12月８
日㈮までの４日間の日程で開催されました。今回の定
例会では、条例制定議案１件、条例の一部改正議案６
件、指定管理者の指定議案４件、令和５年度補正予算
議案５件、議員発議（条例制定議案）１件の合計17
議案を審議、可決しました。

　

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
議
案
、
補
正
予
算
議
案
、
議
員
発
議
な
ど
全
17
議
案
を
審
議

　
　

議
員
発
議
に
よ
り
条
例
を
制
定

　
　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決

　
　

一
般
質
問
に
５
人
の
議
員
が
登
壇

12月定例議会
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の
変
動
を
反
映
し
た
額
に
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
町
の

道
路
占
用
料
の
額
に
お
い
て
も
、

道
路
法
施
行
令
を
準
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
の
道
路
占
用

料
の
額
に
合
わ
せ
て
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◆
板
倉
町
総
合
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
板
倉
町
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
、
板
倉
町
障
害

者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

板
倉
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
（
施
設
ご
と
４
議

案
）

　

現
在
、
板
倉
町
社
会
福
祉
協

議
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
し
て
い
る
、
板
倉
町
総
合
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
板
倉
町
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
板
倉

町
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
板
倉
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
４
つ
の
施
設
が
、

令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３

月
31
日
ま
で
の
３
年
間
を
、
引

き
続
き
、
板
倉
町
社
会
福
祉
協

議
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
い
た
し
た
く
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

◆
板
倉
町
議
会
議
員
の
請
負
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
議
会

の
議
員
に
係
る
請
負
に
関
す
る

規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
町
に
対
し
請
負
を
す
る
議

員
が
、
当
該
請
負
の
対
価
と
し

て
各
会
計
年
度
に
町
か
ら
支
払

い
を
受
け
た
金
銭
の
総
額
等
を

議
長
に
報
告
し
、
当
該
報
告
の

内
容
を
議
長
が
公
表
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
議
員
の
個
人
に
よ

る
請
負
の
状
況
の
透
明
性
の
確

保
に
資
す
る
た
め
、
本
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
そ
の
他
の
議
決
議
案

○
板
倉
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
板
倉
町
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長

の
諸
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

補
正
予
算
審
査

　

初
日
の
本
会
議
終
了
後
、
予

算
決
算
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

補
正
予
算
関
係
議
案
４
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
39
号　

令
和
５
年

度
板
倉
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
７
，

２
５
９
万
８
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
64
億
２
，
９
５
８
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

小
野
田
委
員

問
　

障
害
介
護
給
付
事
業
と
障
害

児
給
付
事
業
の
増
額
に
つ
い
て
、

利
用
者
が
増
え
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
１
人
増
え
る
ご
と
に
幾

ら
く
ら
い
か
か
る
の
か
。

福
祉
課
長

答
　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
よ
っ
て

ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
例
え
ば
、

障
害
介
護
給
付
事
業
で
最
も
高

い
サ
ー
ビ
ス
で
す
と
、
重
度
訪

問
介
護
、
常
時
介
護
を
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
も
の
で
す
と
、
１

人
月
１
０
０
万
円
程
度
の
コ
ス

ト
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

延
山
委
員

問
　

特
殊
詐
欺
等
対
策
機
器
購
入

費
補
助
事
業
の
９
万
円
の
追
加

に
つ
い
て
、
近
年
毎
日
の
よ
う

議

員

発

議

本会議・議案審議・補正予算審査
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に
特
殊
詐
欺
の
話
題
が
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
当
町
で
は
ど
の

よ
う
な
状
況
で
追
加
補
正
と

な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

答
　

こ
の
事
業
は
、
補
助
金
額
が

機
器
購
入
費
の
２
分
の
１
で
、

か
つ
上
限
６
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
11
月
末
時
点
の
申
請
件
数

が
23
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

初
の
見
込
み
を
現
時
点
で
お
お

む
ね
達
成
し
、
執
行
率
が
約

80
％
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
３

月
末
ま
で
の
期
間
、
申
請
が
ま

だ
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
追

加
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

市
川
委
員

問
　

認
定
こ
ど
も
園
等
及
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
物
価

高
騰
対
策
支
援
事
業
補
助
金
の

１
１
７
万
５
千
円
の
追
加
に
つ

い
て
、
補
助
金
の
内
容
を
伺
い

た
い
。

福
祉
課
長

答
　

こ
の
補
助
事
業
は
、
認
定
こ

ど
も
園
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
児
童
数
に
応
じ
て
単
価
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
し
て
、
認
定
こ

ど
も
園
の
場
合
は
、
入
園
児
童

１
人
に
対
し
て
４
，
８
０
０
円

を
掛
け
て
支
給
を
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

登
録
者
数
１
人
に
つ
き
１
千
円
と

い
う
単
価
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町

内
に
お
い
て
人
数
の
確
認
を
し

た
と
こ
ろ
、
手
を
挙
げ
た
認
定
こ

ど
も
園
な
い
し
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
追

加
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

小
林
委
員

問
　

複
合
機
管
理
事
業
の

61
万
１
千
円
の
追
加
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
複
合
機
の
増
加
分
で
よ

ろ
し
い
の
か
。

総
務
課
長

答
　

使
用
枚
数
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
、
台
数
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

藪
之
本
委
員

問
　

町
有
財
産
管
理
事
業
の
60
万

円
の
追
加
に
つ
い
て
、
除
草
と

植
樹
等
の
委
託
料
と
い
う
こ
と

だ
が
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
お
聞

き
し
た
い
。

企
画
財
政
課
長

答
　

除
草
等
管
理
委
託
料
は
、
新

セ
ン
タ
ー
用
地
の
除
草
費
用
の

不
足
で
追
加
補
正
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、植
樹
等
委
託
料
は
、

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
影

響
が
海
老
瀬
の
離
山
に
出
て
い

ま
し
て
、
地
域
の
管
理
団
体
と

の
相
談
の
結
果
、
ひ
ど
い
状
況

の
も
の
は
桜
の
木
を
伐
倒
、
伐

採
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、
新

た
に
桜
の
木
を
植
樹
す
る
と
い

う
計
画
で
の
追
加
補
正
で
す
。

議
案
第
40
号　

令
和
５
年

度
板
倉
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
７
５
万
２
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

２
億
７
２
６
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
41
号　

令
和
５
年

度
板
倉
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
，
２
３
３
万
１
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
20
億
３
，

８
１
９
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

荒
井
委
員

問
　

一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保

険
税
の
１
，
３
６
０
万
５
千
円

の
減
額
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く

令
和
４
、５
年
度
で
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
に
移
行
し
た

影
響
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の

く
ら
い
加
入
者
が
減
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
ほ
か
に
減
額
の

要
因
は
あ
る
の
か
。

健
康
介
護
課
長

答
　

人
数
に
つ
い
て
大
き
く
差
が

な
い
よ
う
な
状
況
で
、
お
お
む
ね

１
０
０
人
ぐ
ら
い
ず
つ
減
っ
て

い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
税
の

確
定
が
６
月
、
７
月
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
初
見
込
ん
だ
分
よ

り
も
収
納
見
込
が
少
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

議
案
第
42
号　

令
和
５
年

度
板
倉
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
９
４
万
４
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
13
億
２
，

２
２
５
万
円
３
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
43
号　

令
和
５
年

度
板
倉
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
76
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
２
億
１
，
６
２
２
万
５
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

青
木
秀
夫
委
員

問
　

繰
越
金
が
３
，１
９
５
万
６
千

円
増
え
た
理
由
を
伺
い
た
い
。

住
民
環
境
課
長

答
　

ま
ず
収
入
で
す
が
、
下
水
道

使
用
料
の
減
額
を
見
込
ん
で
い

た
事
業
所
が
思
い
の
ほ
か
減
ら

ず
、
収
入
が
減
っ
て
い
な
い
と

い
う
要
因
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

歳
出
で
初
期
汚
水
ポ
ン
プ
の
修

繕
を
令
和
４
年
度
中
に
見
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
部
品
調
達
が

厳
し
い
状
況
が
あ
り
ま
し
て
、

令
和
５
年
度
に
実
施
を
し
た
と

い
う
要
因
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
な
お
、
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
12
月
６
日
の
本
会
議
に

お
い
て
全
会
一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

離山公園（大字海老瀬）
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一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
支
援

と
孤
独
死
を
防
ぐ
た
め
の
対

策
に
つ
い
て

問
：
当
町
に
お
い
て
、
初
の
人

命
救
助
の
功
績
で
表
彰
さ

れ
た
方
が
い
る
一
方
で
、

孤
独
死
の
案
件
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
当
町

の
孤
独
死
を
防
ぐ
対
策
は
、

何
が
あ
る
の
か
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

一
人
暮

ら
し
訪
問
の
ほ
か
、
民
生

委
員
の
協
力
や
、
介
護
保

険
の
事
業
者
等
と
連
絡
を

図
り
、
見
守
り
を
進
め
て

い
る
。

問
：
人
命
救
助
を
さ
れ
た
方
も
、

孤
独
死
さ
れ
た
方
も
、
一

人
暮
ら
し
の
身
で
す
が
、

当
町
と
し
て
は
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の

か
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

昨
年
ま

で
県
が
行
っ
て
い
た
調
査

が
、
今
年
度
中
止
に
な
っ

た
た
め
、
当
町
で
は
独
自

に
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
方
を
実
際
に
訪
問
し
、

調
査
を
し
て
い
る
。

問
：
孤
独
死
が
あ
っ
た
訳
で
す

が
、
ど
う
し
た
ら
防
げ
た

の
か
。

答
：
健
康
介
護
課
長　
や
は
り
、

ご
近
所
、
地
域
の
互
助
が

必
要
か
と
思
っ
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
対
策
の
検
討
は

あ
る
。

人
権
教
育
（
擁
護
）
の
中
心

は
子
ど
も
た
ち
。
彼
ら
を
取

り
巻
く
家
庭
や
学
校
の
環
境

に
つ
い
て

問
：
人
権
教
育
委
員
の
仕
事
の

ひ
と
つ
に
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
安
心
な
環
境
作
り

が
あ
る
が
、
当
町
の
支
援

方
法
は
。

答
：
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
「
子

育
て
ナ
ビ
・
い
た
く
ら
」

と
称
し
て
18
歳
未
満
の
子

ど
も
が
い
る
家
庭
の
相
談

に
対
応
し
て
い
る
。ま
た
、

児
童
館
内
に
あ
る
「
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
親
子
の
交
流
を
基

本
に
、
保
護
者
の
交
流
の

場
を
提
供
し
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

も
、
子
育
て
世
帯
な
ど
の

見
守
り
、
生
活
上
の
困
り

ご
と
の
相
談
等
を
受
け
、

関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
各
学
校

で
は
相
談
員
を
配
置
し
、

家
庭
教
育
に
困
っ
た
場
合

は
相
談
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

問
：
今
、
実
際
に
学
校
内
で

　
　
「
い
じ
め
」
が
あ
る
の
か
。

答
：
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

現
在
、
町
内
の
小
中
学
校

で
認
知
し
て
い
る
い
じ
め

の
件
数
は
ゼ
ロ
件
で
あ
る
。

い
じ
め
が
発
生
し
た
場
合

は
、
解
消
す
る
ま
で
対
応

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
い
じ
め
が
や
ん
で

い
る
状
態
で
も
、
３
か
月

経
過
す
る
ま
で
解
決
し
た

と
判
断
し
な
い
よ
う
な
基

準
で
確
認
を
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
相
談

員
を
配
置
し
て
、
日
常
の

観
察
等
に
よ
り
、
い
じ
め

や
不
登
校
等
の
未
然
防
止

に
努
め
て
い
る
。

問
：
当
町
に
は
、
子
ど
も
が
性

的
被
害
を
受
け
た
と
い
う

よ
う
な
事
例
が
あ
る
の

か
。

答
：
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

当
町
で
は
、
性
的
児
童
虐

待
の
被
害
は
な
い
。

森田 義昭 議員

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て

人
権
教
育
研
修
に
参
加
し
て

一 般 質 問
議会２日目　12月６日㈬
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公
共
下
水
道
施
設
の
耐
用
年

数
は

問
：
公
共
下
水
道
事
業
は
、
町

の
財
政
を
圧
迫
す
る
。
町

を
壊
す
と
い
う
こ
と
が
通

説
と
な
っ
て
い
る
。
下
水

道
事
業
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

地
域
に
限
定
縮
小
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
維
持
、
管

理
運
営
に
は
解
決
不
能
な

難
問
が
山
積
し
て
い
る
と

思
う
。
ま
ず
、
下
水
道
施

設
及
び
下
水
管
の
法
定
耐

用
年
数
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答
：
住
民
環
境
課
長　

法
定
耐

用
年
数
に
つ
い
て
は
、
下

水
道
管
で
50
年
、
機
械
、

電
気
設
備
で
10
年
か
ら
30

年
と
な
っ
て
い
る
。

問
：
下
水
管
は
、
地
下
何
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
に
埋
設
さ
れ

て
い
る
の
か
。
具
体
的
に

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
：
住
民
環
境
課
長　
下
水
道

管
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ

流
下
さ
せ
る
下
水
道
網
の

骨
格
と
な
る
本
管
に
当
た

る
部
分
で
、
浅
い
と
こ
ろ

で
２
メ
ー
ト
ル
、
深
い
と

こ
ろ
で
18
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
る
。

水
害
発
生
時
の
土
砂
の
流
入

は問
：
地
下
10
メ
ー
ト
ル
、
18
メ

　
　
ー
ト
ル
に
埋
設
さ
れ
て
い

る
下
水
道
管
の
施
設
替
等

は
、
難
問
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
今

後
の
下
水
事
業
の
運
営
を

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、
水

害
発
生
後
の
下
水
道
施
設

へ
の
土
砂
の
流
入
は
防
げ

る
設
計
に
な
っ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

答
：
住
民
環
境
課
長　

町
内
全

域
が
浸
水
す
る
よ
う
な
状

況
に
な
る
と
土
砂
の
流
入

は
予
想
さ
れ
る
。
流
入
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
構

造
的
に
も
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
思
う
。

繰
入
金
に
つ
い
て

問
：
下
水
道
特
別
会
計
が
令
和

６
年
度
か
ら
官
公
庁
会
計

方
式
か
ら
公
営
企
業
会
計

方
式
に
移
行
す
る
。
損
益

計
算
書
、
貸
借
対
照
表
も

作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

を
会
計
上
ど
の
よ
う
に
理

解
し
て
い
る
の
か
。

答
：
住
民
環
境
課
長　
繰
入
金

に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理

に
係
る
修
繕
費
等
も
あ
る

が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
分

か
り
や
す
く
言
え
ば
赤
字

の
補
填
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

問
：
令
和
４
年
度
の
繰
入
金
は

答
：
住
民
環
境
課
長　
令
和
４

年
度
の
繰
入
金
１
億
４
，

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

繰
入
金
の
合
計
額
は

問
：
平
成
９
年
か
ら
令
和
４
年

度
ま
で
の
一
般
会
計
か
ら

下
水
道
特
別
会
計
へ
の
繰

入
金
の
累
計
額
は

答
：
住
民
環
境
課
長　
供
用
開

始
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で

の
繰
り
入
れ
金
の
合
計
額

は
、
45
億
円
と
な
っ
て
い

る
。

公
共
下
水
道
事
業
の
早
急
な

赤
字
縮
小
対
策
を

意
見
：
過
去
に
45
億
円
、
今
後

も
毎
年
度
１
億
か
ら
２
億

円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る

公
共
下
水
道
会
計
。
そ
う

い
う
状
況
下
、
東
洋
大
移

転
、
人
口
減
少
社
会
、
巨

額
の
費
用
を
要
す
る
下
水

道
施
設
の
更
新
等
、
超
難

問
が
山
積
し
て
い
る
。
20

年
、
30
年
後
は
必
ず
到
来

す
る
。
早
急
に
下
水
道
事

業
の
赤
字
縮
小
対
策
を
。

青木 秀夫 議員

公
共
下
水
道
事
業
の
累
計
赤
字
45
億
円

今
後
も
毎
年
度
１
億
円
以
上
の
赤
字

東
洋
大
移
転
、
少
子
化
、
下
水
施
設
更
新

早
急
の
下
水
道
事
業
赤
字
縮
小
策
を

一 般 質 問
議会２日目　12月６日㈬
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障
が
い
者
や
高
齢
者
の
避
難

所
と
は
何
処
か
、
ま
た
そ
の

対
応
と
は

問
：
町
で
は
、
障
が
い
者
や
高

齢
者
が
避
難
す
る
際
の
避

難
行
動
要
支
援
者
プ
ラ
ン

を
令
和
元
年
５
月
に
策
定

し
て
い
る
。
こ
の
方
た
ち

の
避
難
所
を
町
は
、
何
処

に
設
定
し
て
い
る
の
か
。

答
：
総
務
課
長　

個
別
計
画
を

作
成
さ
れ
て
い
る
方
の
避

難
所
は
町
の
中
央
公
民
館

を
指
定
し
て
い
る
。

問
：
大
洪
水
が
起
こ
っ
た
場
合
、

避
難
行
動
支
援
者
に
な
っ

て
い
な
い
人
が
避
難
し
て

き
た
場
合
、
町
で
は
ど
う

対
処
す
る
の
か
。

答
：
総
務
課
長　

避
難
を
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

は
受
け
入
れ
る
事
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

問
：
障
が
い
者
の
種
類
は
千
差

万
別
、
病
院
な
ど
に
通
院

が
必
要
な
方
も
い
る
と
思

う
。
そ
の
方
が
通
院
す
る

と
い
っ
た
場
合
ど
う
対
処

し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

答
：
総
務
課
長　

町
の
避
難
所

の
周
囲
は
長
時
間
浸
水
す

る
と
い
う
事
が
想
定
さ
れ

る
の
で
、
車
で
の
移
動
は

困
難
な
状
況
に
な
る
事
は

ご
理
解
い
た
だ
け
る
か
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
町
の
避
難
所
で

は
病
院
へ
の
通
院
を
含
め

て
、
特
別
な
支
援
を
行
う

こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
：
避
難
所
に
避
難
行
動
要
支

援
者
の
方
々
が
来
ら
れ
て

も
何
も
で
き
な
い
と
言
う

な
ら
最
初
に
障
が
い
者
、

要
支
援
者
が
取
り
組
む
べ

き
事
を
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
：
総
務
課
長　
ま
ず
は
町
内

の
避
難
所
へ
の
避
難
は
、

そ
の
後
の
事
を
考
え
て
、

町
外
の
非
浸
水
区
域
へ
の

広
域
避
難
、こ
れ
の
確
保
。

そ
れ
か
ら
、
避
難
先
か
ら

通
院
先
ま
で
の
通
院
方
法
、

移
動
手
段
、
こ
ち
ら
を
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
て

い
た
だ
く
事
が
、
最
も
重

要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

国
土
交
通
省
指
定
の
ま
る
ご

と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
設
置
の
考
え
は

問
：
町
内
の
電
柱
に
水
害
リ
ス

ク
情
報
と
し
て
、
浸
水
し

た
時
の
深
さ
を
示
し
た
看

板
等
の
設
置
は
、ど
う
か
。

答
：
総
務
課
長　
板
倉
町
の
場

合
９
割
以
上
の
地
域
で
深

い
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
ご
質
問
の
電
柱
等
へ

の
想
定
浸
水
深
の
表
示
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
考
え

は
な
い
。

答
：
町
長　
そ
う
い
っ
た
事
を

電
柱
１
本
で
済
ま
せ
る
と

非
常
に
大
雑
把
で
錯
覚
を

起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
の

で
は
。

町
内
の
各
家
庭
に
お
け
る
防

犯
対
策
に
つ
い
て

問
：
今
般
一
般
住
宅
へ
侵
入
す

る
強
盗
犯
罪
が
非
常
に
増

え
て
来
て
い
る
。
そ
の
上

西
岡
の
駐
在
所
の
廃
止
に

伴
い
、
駐
在
所
が
板
倉
駐

在
所
と
朝
日
野
交
番
の
２

か
所
に
な
っ
た
。そ
こ
で
、

板
倉
町
で
も
家
庭
用
防
犯

カ
メ
ラ
、
防
犯
ラ
イ
ト
、

玄
関
チ
ャ
イ
ム
（
ド
ア

ホ
ー
ン
、
撮
影
用
）、
窓

用
サ
ッ
シ
の
二
重
化
等
を

行
っ
た
場
合
、
補
助
金
の

導
入
は
、
ど
う
か
。

答
：
総
務
課
長　
ご
提
案
い
た

だ
い
た
住
宅
用
の
防
犯
対

策
設
備
に
対
す
る
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
個
々
の
住

宅
の
状
況
に
応
じ
て
対
応

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
の
で
、
補
助
金
等
の
交

付
に
つ
い
て
は
考
え
て
な

い
。

尾澤 将樹 議員

洪
水
発
生
時
の
障
が
い
者
の
対
応
は

洪
水
時
水
位
や
避
難
所
等
の
看
板
を

電
柱
に
設
置
す
る
事
に
つ
い
て

町
内
各
家
庭
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

一 般 質 問
議会２日目　12月６日㈬

町の避難行動要支援者避難支援プラン

一般質問（板倉町議会ホームページ、ユーチューブからもご覧いただけます。）
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公
共
路
線
バ
ス
板
倉
北
線
に

つ
い
て

問
：
公
共
路
線
バ
ス
板
倉
北
線

の
廃
止
後
は
。

答
：
総
務
課
長　

令
和
５
年
度

末
を
も
っ
て
路
線
バ
ス
板

倉
北
線
廃
止
の
方
針
で
あ

る
。
廃
止
後
は
北
地
区
を

中
心
に
板
倉
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
通
勤
通
学
、

通
院
、
交
通
弱
者
の
移
動

手
段
の
確
保
を
目
的
と
し
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

運
行
す
る
こ
と
で
現
在
計

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

問
：
通
学
の
た
め
に
も
利
便
性
を

上
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
：
総
務
課
長　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

公
共
路
線
バ
ス
と
の
接
続

を
考
慮
し
て
、
ル
ー
ト
、

ダ
イ
ヤ
の
作
成
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
洋
大
学
に
つ
い
て

問
：
大
学
撤
退
後
の
土
地
、
建

物
の
有
効
活
用
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。

答
：
町
長　

東
洋
大
学
が
法
的

に
土
地
建
物
の
権
利
を

持
っ
て
い
る
。
空
地
を
ど

う
使
う
、
あ
そ
こ
を
使
わ

せ
て
く
れ
、
そ
ん
な
こ
と

言
え
る
権
利
は
私
に
は
な

い
。
今
は
我
慢
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
：
現
状
を
町
民
に
説
明
す
る

義
務
が
あ
る
の
で
は
。

答
：
町
長　
住
民
の
皆
さ
ん
が

い
く
ら
心
配
さ
れ
て
も
実

態
が
心
配
な
い
よ
う
な
形

で
発
表
で
き
る
ま
で
は
発

表
し
な
い
、
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
が
事
実
だ
と

思
っ
て
い
る
。
で
き
れ

ば
、
学
校
と
は
縁
を
切
り

た
い
。
新
し
い
企
業
を
誘

致
し
た
い
。
そ
れ
は
常
々

私
は
言
っ
て
き
て
い
る
。

問
：
今
後
の
板
倉
町
の
方
向
性

や
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
：
町
長　

町
長
一
人
で
考
え

る
事
で
も
な
い
し
、
ま
だ

そ
の
時
期
で
も
な
い
と
思

う
。
跡
地
を
全
部
更
地
に

し
て
撤
退
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
の
が
我
が
町
の
基

本
的
な
要
望
で
あ
る
が
、

全
て
今
の
と
こ
ろ
は
大
学

側
の
手
の
内
に
あ
り
、
こ

ち
ら
の
納
得
で
き
る
形
で

く
る
か
、
ど
う
か
。
一
万

人
を
寄
せ
て
勝
手
な
こ
と

言
わ
れ
た
の
で
は
決
ま
る

こ
と
だ
っ
て
決
ま
ら
な
い
。

そ
の
前
に
代
表
、
区
長
さ

ん
と
か
に
順
を
追
っ
て
合

意
形
成
を
図
っ
て
い
く
と

い
う
手
段
に
な
る
の
だ
ろ

う
と
思
う
。

大
学
関
連
行
事
の
情
報
が
な

い
こ
と
に
つ
い
て

問
：
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
や
学

園
祭
の
案
内
が
な
か
っ
た

の
は
。

答
：
企
画
財
政
課
長　
板
倉
町

は
連
携
事
業
を
不
参
加
と

い
う
こ
と
で
東
洋
大
学
か

ら
承
諾
を
得
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
今
回
の
サ
イ
エ

ン
ス
カ
フ
ェ
最
終
回
、
学

園
祭
に
関
し
て
大
学
か
ら

情
報
提
供
、
町
民
に
対
す

る
周
知
の
依
頼
、
一
切
な

か
っ
た
。

問
：
広
報
紙
掲
載
依
頼
や
協
力

を
板
倉
町
が
断
っ
た
の

は
。

答
：
町
長　
私
か
ら
担
当
に
断

れ
と
申
し
た
だ
け
。
当
事

者
と
し
て
は
そ
ん
な
に
尻

尾
を
振
る
必
要
も
な
い
し
、

今
後
の
交
渉
を
考
え
た
ら

む
し
ろ
縁
の
切
れ
目
は
全

て
の
切
れ
目
と
い
う
考
え

方
で
、
私
は
大
学
側
に
は

断
っ
て
も
い
い
の
で
は
、

と
し
た
が
、
相
手
に
ど
う

通
じ
て
い
る
か
は
承
知
し

て
い
な
い
。

藪之本 佳奈子 議員

板
倉
北
線
廃
止
、
無
料
バ
ス
運
行

大
学
撤
退
に
伴
う
板
倉
町
の
考
え

そ
れ
で
も
欲
し
か
っ
た
、
最
後
の

学
園
祭
情
報

東洋大学板倉キャンパス

一 般 質 問
議会２日目　12月６日㈬

 館林・板倉北線
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老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

問
：
老
人
ク
ラ
ブ
は
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
、健
康
、

仲
間
づ
く
り
に
重
要
な
役

割
り
を
果
た
し
て
き
た
が
、

継
続
が
で
き
な
い
、
ク
ラ

ブ
の
減
少
に
対
し
て
町
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
交
流
の
場
と

し
て
有
効
な
役
割
り
を
果

た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今

後
目
指
す
互
助
の
活
性
化

も
期
待
出
来
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。
老
人
ク
ラ

ブ
は
住
民
自
ら
が
必
要
だ

と
思
っ
て
組
織
を
す
る
も

の
で
、
町
は
側
面
か
ら
支

え
る
役
割
を
行
っ
て
い
る
。

補
助
金
の
交
付
な
ど
様
々

な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
、

講
師
を
無
料
で
派
遣
す
る

支
援
も
行
っ
て
い
る
。
補

助
金
の
関
係
が
あ
る
の
で

代
表
者
を
一
人
置
く
の
が

決
ま
り
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
に
つ

い
て

問
：
通
い
の
場
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
ロ
ン
を
知
ら
な
い

人
た
ち
が
地
域
に
よ
っ
て

は
大
勢
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
周
知
を
行
っ
て
き
た

の
か
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

広
報
、

チ
ラ
シ
、
老
人
ク
ラ
ブ

等
々
で
の
説
明
を
行
っ
た

り
、
回
覧
な
ど
で
地
域
の

方
に
お
知
ら
せ
を
し
て
い

る
。
ま
だ
町
内
す
べ
て
の

地
域
で
は
開
催
さ
れ
て
い

な
い
が
、
今
年
度
新
た
に

1
カ
所
、
通
い
の
場
が
立

ち
あ
が
っ
た
。

答
：
町
長　

議
員
の
話
を
聞
い

て
い
る
と
役
場
へ
の
「
お

願
い
」
と
い
う
だ
け
で
あ

る
。
自
発
的
に
や
っ
て
い

た
だ
く
の
が
一
番
良
い
か

な
と
。
役
場
は
、
ど
こ
の

自
治
会
に
も
公
平
で
あ
る
。

議
員
さ
ん
が
率
先
し
て
是

非
音
頭
を
取
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

見
守
り
事
業
に
つ
い
て

問
：
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
町
は
「
見
守
り
事
業
」

を
行
っ
て
る
が
、
支
援
が

必
要
な
高
齢
者
に
対
し
て

の
対
応
を
伺
い
た
い
。

答
：
健
康
介
護
課
長　
見
守
り

事
業
で
は
2
人
一
組
で
対

象
者
宅
に
伺
い
お
話
を
伺

い
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
で
き
れ
ば
地
域
で
声

か
け
運
動
な
ど
が
進
め
ば

よ
い
と
思
っ
て
い
る
。
見

守
り
活
動
は
重
要
だ
と
思

う
。
廻
り
切
れ
な
い
と
こ

ろ
は
地
域
の
組
織
、
地
域

の
有
志
を
募
っ
て
行
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

コミュニティサロンでの出前講座

問
：
車
に
乗
れ
な
い
高
齢
者
の

買
い
物
や
通
院
を
送
迎
す

る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
、
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

答
：
総
務
課
長　

デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
で
あ
る
と
か
各
近

隣
自
治
体
の
状
況
や
情
報

を
今
収
集
し
検
討
を
進
め

て
い
る
。
高
齢
者
向
け
に

通
院
等
の
支
援
と
し
て
福

祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

答
：
町
長　
以
前
、
板
倉
町
で

も
民
生
委
員
で
ふ
じ
み
野

市
に
模
範
と
な
る
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
視
察
を
2

回
ほ
ど
し
て
い
る
。
私
も

1
回
同
行
し
て
仕
組
み
な

ど
を
見
て
来
た
。
例
え
ば

病
院
に
行
っ
た
り
す
る
時

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

自
分
が
お
骨
折
り
を
し
た

こ
と
を
過
去
に
持
っ
て
る

と
、
先
々
５
年
後
、
10
年

後
に
自
分
が
弱
く
な
っ
た

時
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

前
倒
し
の
奉
仕
。
こ
れ
か

ら
導
入
す
べ
き
方
向
の
一

つ
と
し
て
研
究
す
べ
き
も

の
か
な
と
も
考
え
て
い

る
。

須藤 稔 議員

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

車
に
乗
れ
な
い
高
齢
者
に
つ
い
て

一 般 質 問
議会２日目　12月６日㈬

一般質問（板倉町議会ホームページ、ユーチューブからもご覧いただけます。）

9　いたくら議会だより　第168号　令和６年２月１日



視 察 研 修
レ ポ ー ト

よりよい板倉町を目指して、先進地に学ぶ

常任委員会合同視察研修
● 11月７日㈫～８日㈬
● 福島県会津坂下町・新潟県燕市

　
全
国
的
に
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
移
住
・
定

住
推
進
に
取
り
組
む
、
福

島
県
会
津
坂
下
（
ば
ん

げ
）
町
へ
、
11
月
７
日
視

察
研
修
に
伺
っ
た
。
平
成

27
年
度
よ
り
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
事
業
（
政
策
財

務
課
）、
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
（
建
設
課
）、
若
者

定
住
取
得
支
援
百
万
円
生

活
支
援
（
政
策
財
務
課
）

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
取
り

組
ん
で
い
た
。
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
第
６
次
振

興
計
画
の
最
重
点
事
業
に

位
置
づ
け
、
担
当
部
署
を

政
策
財
務
課
移
住
定
住
推

進
係
に
し
、
町
全
体
で
移

住
定
住
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
町
内
の
地

域
づ
く
り
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
方
５
名
を

移
住
定
住
推
進
員
に
委
嘱

し
、
移
住
定
住
推
進
協
議

会
が
中
心
と
な
っ
て
、
事

業
の
企
画
・
立
案
か
ら
実

施
ま
で
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
内
容
は
、
①
交
流
人

口
対
策
（
坂
下
町
に
来
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
）
町

の
資
源
を
活
用
し
た
魅
力

あ
る
ツ
ア
ー
の
企
画
立
案
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積
極
的
に
活
用

し
た
町
の
情
報
発
信
。
②

関
係
人
口
対
策
（
坂
下
町

に
関
わ
り
の
あ
る
方
を
増

や
す
取
り
組
み
）
ふ
る
さ

と
納
税
で
町
の
特
産
品
の

提
供
や
、
首
都
圏
で
の
セ

ミ
ナ
ー
、
フ
ェ
ア
で
の
移

住
相
談
会
、
大
学
生
と
の

官
学
連
携
事
業
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
活
用
事
業
等
。

定
住
人
口
対
策
で
は
、
住

宅
取
得
支
援
事
業
補
助
金
、

移
住
支
援
金
、
結
婚
新
生

活
応
援
事
業
補
助
金
な
ど

の
補
助
制
度
を
紹
介
し
た

チ
ラ
シ
を
作
製
し
て
、
関

係
者
に
配
布
し
て
い
る
。

生
活
、
仕
事
、
暮
ら
し
な

ど
の
移
住
定
住
に
関
す
る

相
談
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
す
る
た
め
、
移

住
・
定
住
相
談
窓
口
を
設

置
し
対
応
し
て
い
る
。

産
業
建
設
生
活
常
任
委
員

長　

亀
井
伝
吉 

記

産業／建設／生活 人口減少対策にSNSで若者に情報発信を

　
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

あ
り
ま
す
燕
市
へ
、
当
町

の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
保

育
園
の
統
廃
合
に
つ
い
て

11
月
8
日
に
視
察
研
修
へ

と
行
っ
て
き
ま
し
た
。
燕

市
と
い
え
ば
な
ん
と
い
っ

て
も
金
属
洋
食
器
が
有
名

で
あ
り
目
を
見
張
る
程
の

市
庁
舎
の
入
口
に
は
洋
食

器
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
燕
市
で
も
や

は
り
子
供
の
少
子
化
又
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
新

た
な
建
設
等
と
当
町
と
同

じ
よ
う
な
問
題
が
生
じ
、

同
市
で
は
平
成
21
年
3
月

に
「
幼
児
保
育
、
幼
児
教

育
基
本
計
画
」を
策
定
し
、

幼
稚
園
・
保
育
園
の
目
指

す
べ
き
方
向
や
、
あ
り
方

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
現
在
、
第
2
次
実
施

計
画
と
な
り
令
和
8
年
度

ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
果
33
園
だ
っ
た
も
の
が
、

25
園
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。（
内
訳
と
し
て
、
公

立
28
、
私
立
5
か
ら
公
立

13
、私
立
12
）成
果
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
当
町
は

公
立
は
2
つ
だ
け
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
施
設
を
新
設
に

あ
た
り
こ
れ
か
ら
、
ど
の

よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
、

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
大
変
勉
強
に

な
っ
た
か
と
は
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
町
民
の
み

な
さ
ま
方
の
意
見
・
要
望

を
広
く
聞
き
本
当
に
何
が

一
番
良
い
の
か
話
し
合
い

が
で
き
、
方
向
性
が
見
出

せ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

燕
市
の
こ
ど
も
未
来
課
関

係
者
の
み
な
さ
ま
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

総
務
文
教
福
祉
常
任
委
員

長　

森
田
義
昭 

記

総務／文教／福祉 幼稚園・保育園の統廃合と民営化
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議 会 日 誌
11月

１日

10日

町村議会議員研修会

（吉岡町）

公明党北信議団

（長野県）行政視察

７～８日

13日

常任委員会合同視察

研修（福島～新潟）

加須・板倉利根川新橋建設埼玉県要望（埼玉県庁）

21日

27日

議会運営委員会／全員協議会／議員のみ協議会

日本共産党久喜市議団行政視察

12月
５～８日 12月定例会（本会議、一般質問、各常任委員会）

全員協議会／議員のみ協議会／議会広報特別委員会

26日 加須・板倉利根川新橋建設群馬県要望（群馬県庁）

１月
12日 議員のみ協議会／

議会広報特別委員会

26日 明和町議会文教厚生

常任委員会行政視察

全員協議会／

議員のみ協議会／

29日 板倉ニュータウン対策特別委員会

令和５年第４回定例会
請願現地調査

　

12
月
５
日
の
議
会
初
日
、
産
業

建
設
生
活
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
請
願
１
件
に
つ
い
て
、
委
員

全
員
に
よ
る
現
地
調
査
を
行
う
な

ど
、慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
同
月
８

日
の
議
会
最
終
日
に
亀
井
伝
吉
委

員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
全
員
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
町
道
１
０
７
０
号
線
の
拡
幅
整

備
に
つ
い
て

請
願
者　

第
３
行
政
区
長
・
第
４

　
　
　
　

行
政
区
長

委
員
長
報
告
要
旨　

本
路
線
は
、

現
況
幅
員
が
狭
く
、
自
動
車
等
の

通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

道
路
排
水
機
能
が
無
く
、
豪
雨
時

は
冠
水
す
る
。総
合
的
に
勘
案
し
、

本
路
線
の
拡
幅
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
利
便
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、願
意
を
妥
当
と
認
め
る
。

緊急避難場所（海老瀬）を視察　右：久喜市議団　左：北信議団

明和町議会が研修のため訪問

請願路線位置図（大字岩田）

議会動画配信中

お知らせ
板倉町議会は、令和６年１月１日に発生した能
登地方を震源とする地震で被災された方々に支
援するため、日本赤十字社をとおして12万円
を寄付させていただきました。

　板倉町議会では、録画映像のインター
ネット配信をしています。視聴の方法は、
板倉町ホームページからご覧いただくか、
ユーチューブ（「板倉町議会」と検索）で
もご覧いただけます。令和６年３月定例会
は、４月中に配信予定です。

お気に入り登録をして議会を見よう

一般質問

本会議

町村議会議員研修会

研修レポート・請願・議会日誌ほか
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私たちが住んでいる板倉町では、町にいる

人たちが明るい印象があります。特に私

があいさつをすると笑顔で優しく返してくれま

す。また、私は近所を仲睦まじく散歩している

姿を見かけたことがあります。そういう人々の

明るさが板倉町の好きなところです。だからこ

そ、板倉町の交流の場を増やしてほしいです。

交流の場を増やすことで、町により活気が出た

り、様々な場面で協力し合えたりする良さがあ

ります。もう少し具体的に言うと、老若男女問

わずに交流ができる場を増やすと良いのではな

いかと思いました。今年は元旦から能登半島地

震や飛行機事故など、悲しいニュースがありま

したが、町の人々が交流できる場を増やして、

明るく楽しい板倉町になってほしいです。

板倉町に住んで20年が経ちます。静かな町で
人との触れ合いも派手ではありませんが、

優しい暖かさを感じます。ガーデニングの休憩時、
鳥のさえずりが聞こえ心を癒してくれます。自然
豊かな町ならではと思います。議会だよりでは、
各課業務での山積を伺い知る事ができます。日頃
私が感じている事は、なぜ板倉町には公共施設が
少ないのか。もちろん中央公民館は有りますが、
図書館としての機能、子供の学習スペースの充実、
開かれたコミュニティーの場など、自由に出入り
のできる工夫が有ると良いと考えます。廃校後の
ピアノをロビーにて復活させることなど、多岐に
渡り考えを巡らせます。音楽に携わっていますの
で、自問自答をしています。私が見てきた都市町
で文化が発展している所は、おのずと栄えていま
す。それは、外部との交流があるからです。板倉
町の文化発展に期待致します。

小池杏奈さん
（板倉中学校２年）

福知美好さん
（大字岩田）

　

携
帯
電
話
が
誕
生
し
て
か
ら
30
年
以
上
の
歴
史
を
振
り
返

る
と
、
ポ
ケ
ベ
ル
か
ら
始
ま
り
２
０
１
０
年
に
突
入
す
る
と

同
時
に
、
ス
マ
ホ
や
ア
イ
フ
ォ
ン
は
急
速
に
私
た
ち
の
生
活

の
中
に
浸
透
し
始
め
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
が
拡
散
す

る
中
で
、
確
か
な
情
報
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
課

題
も
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
ア
プ
リ
が
登
場
し
、
私
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
在
り
方
も
、
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
市
町
村
議

会
の
中
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
の
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
し
た
。

国
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
補
助
金
も
あ
り
、
板
倉
町
議

会
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
、
ネ
ッ
ト
で
議
会
の
様
子
を
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
広
報
特
別
委
員　

須
藤　

稔 

記
）

　議会の本会議は公開制となっています。会議当日、受
付票に記入していただくだけで、どなたでも自由に傍聴
することができます。
◆３月議会定例会（予定）
　会　期　３月５日㈫～３月14日㈭
　議　事　⑴条例改正などの議案審議・採決
　　　　　⑵一般質問
　　　　　⑶令和６年度予算審議・採決
　※会期等が変更となる場合もあります。
　※�詳しい日程等については、後日議会のホームページ

でお知らせします。

お問い合わせ先
議会事務局　TEL.82－1111（内線701）
　　　　　　TEL.82－6154（直通）

『傍聴して町政を知る』
だれでも簡単にできます  議 会 傍 聴

明るく楽しい板倉町
世代を超えて
交流できる場所を

心の声が届くまで
音楽に携わって
町に考えること

編 集 委 員 の 声

1月7日 板倉町二十歳のつどい ( 中央公民館 )
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